
二轟感藻帯書.->

ト.
iiF

′

l

ヽ I-'･仁一

■

′
ヽ.

･　　　　　･-

~　暮

鼓

tL

′　　　　　　　′　＼

'　-､　　　　　＼

†

＼　■

rJ

ヽ

･-I_∴l

一′

｣,　.I:･　　　■ー　- 'L:

.ーlt･,　･　' ∴ (--I-

､ヾt,言一一　一

}

~　　＼

1

>一･→　　-

■

㌔ LTh･

●l

_ :-I

Y1. .ーt
ヽヽ
'ニ1J

tt三一

や=.:-

h･_

軒･r-^ltこ三

ヽtllL'>　-A

l.　●pヽ(--::･･

rJhJl　　一　●

ヤJ_

.I ll

嚢.-･-,-_　　　坂/ <　　ごつ.-,A_

qj_: -I_i,∴

こ意義､.過
J　/

`　ヽ'

Lさ写

一　一一､､･■-

＼.F　ヾ `

■′f l　/

†√　　　　＼

､　　頚臣

長
1-㌔. ■.

講牧,.＼ ､

田′　　巳

･　　　　.　　　　　　　_･＼　､

--_I∵∴_　一　　･

-I:
t}7-

-_I-:･-t∴一二二二二･-_+- : ･

＼

　

･

一

/

I

l

　

/

■

　

■

一

.

1

.

ノ

t

㌔

ノ■

′
′
㌻

′

/

-
I

′

∵一

′
･
)
.
〟

集
第
二
十
三
号

I

一

l

ノ

′

　

　

　

　

　

.

∫

ノ

/

/

'

　

　

　

J

T

　

　

′

-

　

1

l
一
＼

∫.

∴
f
/
 
I
)

ヽ

､

～

三
周
町
国
展
健
鹿
腰
険
条
例
の
削
定
収
っ
い
て

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

∴

L

･

八

　

･

.

･

㌧

　

/

-

ヽ

＼

･
-
A

■

､

一

■

　

　

ノ

′

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

′

′

/

一

･

･

 

■

一

　

　

′

l

　

　

/

ノ

一
∵

　

　

　

　

′

　

･

　

l

ヽ

l

-

.

-

　

　

　

l

J

･

.

　

　

　

　

　

了
｢

ヽ′

　

ノ

一

■

･

一

ヽ

　

′

I

′心

･
ノ
㌦

次
0
4
と
お
豊
朝
町
国
東
健
康
保
険
条
例
を
利
恵
す
る
こ
･
と
に
つ
い
七
､
ー

＼

地
方
､
自
治
法
(
昭

ヽ

/

.

/

-

二

/

和
二
十
二
年
濠
舞
雲
十
七
号
)
-
十
六
条
竺
-
規
定
讐
よ
J
a
,
･
本
雲
の
議
決
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′

め
も
c
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第
二
章
　
保
　
険

三
朝
町
国
民
健
康
保
険
条
例

(
.
朋
和
例
新
　
月
　
朝
)

第
三
早
　
こ
の
町
が
行
な
-
国
民
健
康
保
険

第
l
条
　
こ
の
町
が
行
な
-
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
､
法
令
に
定
め
が
あ

る
も
の
の
は
か
､
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

第
三
革
　
国
民
健
康
保
険
.
q
営
協
議
会

第
二
条
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
(
以
下
｢
協
議
会
｣
と
い
-
0
)
の
委
員

の
定
数
は
､
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

一

被

保

険

者

を

代

表

す

る

委

員

　

　

　

　

　

　

　

三

人

〓
　
国
民
健
康
保
険
医
又
は
国
民
健
康
保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員

三

　

人

≡

　

公

益

を

代

表

す

る

委

員

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

　

人

第
三
条
　
前
条
に
定
め
る
も
の
の
は
か
'
協
議
会
に
関
し
て
必
賓
な
事
項
は
､

親
別
で
定
め
る
｡

第
九
柘
　
社
会
福
祉
　
(
国
民
健
康
保
険
条
例
)
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〓
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川
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〔島中Ⅹ〕

第
三
章
　
被
保
険
者

第
四
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
及
び
其
の
者
の
世
帯
に

尻
す
る
者
は
被
保
険
者
と
す
る
｡

一
大
韓
民
国

二
　
朝
鮮
人
民
共
和
国

義
等
保
険
給
付

第
五
等
)
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
､
当
該
被
保
険
者
又
は
当
該
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
'
助
産
費
と
し
て
二
千
円
を
支
給

す
る
｡
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1

第
七
条
　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
出
生
児
を
育
て
た
と
き

は
､
育
児
手
当
金
と
し
て
'
出
産
の
日
か
ら
起
算
し
て
引
き
続
き
大
筒
月

間
､
亮
期
間
1
管
に
つ
と
㌔
を
支
給
す
る
｡
た
だ
し
･
そ
の
期
間

が
一
箇
月
に
満
た
な
い
と
き
は
､
一
箇
月
と
す
る
｡

第
五
章
　
保
健
施
設

第
八
条
　
こ
の
町
は
､
保
険
給
付
又
は
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
'
次
に
掲
げ
る
施
設
を
す
る
｡

一
診
療
所
(
病
院
)

二
　
保
健
婦

四
九
一
一



六　五　四　三
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劣
九
編
　
社
会
福
祉
　
(
国
民
健
康
保
険
条
例
)

衛
生
教
育

伝
染
病
へ
寄
生
虫
病
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防

健
康
診
断

母
性
及
び
乳
幼
児
の
保
護

七
　
栄
華
改
善

八
　
そ
の
他
保
険
給
付
又
は
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
必
要

な
施
設

第
九
条
　
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
保
健
施
設
に
関
し
て
必
要
な
事
項

は
､
別
に
こ
れ
を
定
め
る
｡

第
六
章
　
国
民
健
康
保
険
税

第
十
条
　
こ
の
町
は
､
世
帯
主
に
対
し
て
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
を
課
す
る
｡

第
七
章
　
罰
則

第
十
一
条
　
こ
の
町
は
､
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
津
第
九
条
第
l
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
､
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
い

て
は
､
そ
の
昔
に
対
し
二
千
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
十
二
条
　
こ
の
町
は
､
世
帯
主
又
は
世
帯
主
で
あ
っ
た
者
が
正
当
の
理
由
な

し
に
国
民
健
康
保
険
沫
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
文
書
そ
の
他
の
物
件
の

提
出
若
し
-
は
撃
茄
を
命
ぜ
ら
れ
て
､
こ
れ
に
従
わ
ず
又
は
同
条
の
競
走
に

よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た

四
九
t
ニ
T
四
i
W
O
)

と
き
は
'
二
千
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

第
十
三
条
　
こ
の
町
は
'
偽
り
そ
の
他
不
正
行
為
に
ょ
り
保
険
税
'
一
部
負
担

金
及
び
こ
の
条
例
に
親
定
す
る
過
料
の
徴
収
を
免
か
れ
た
者
に
対
し
､
そ
の

徴
収
を
免
か
れ
た
金
額
の
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ

と
が
で
き
る
｡

第
十
四
条
　
前
三
条
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
よ
り
町
長
が
定
め
る
.

2
　
前
三
条
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
額
告
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
､
そ
の
発
付
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
を
経
過
し
た

日
と
す
る
｡

附

　

則

1
　
こ
の
条
例
は
'
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

2
三
朝
町
国
民
健
康
保
険
条
例
(
昭
埜
長
年
三
朝
町
条
例
竺
二
号
｡

以
下
｢
旧
条
例
｣
と
い
-
o
)
は
､
廃
止
す
る
｡

3
　
こ
の
条
例
施
行
の
際
､
現
に
旧
条
例
の
裁
定
に
よ
り
保
健
給
付
を
受
け
る

資
格
を
有
す
る
者
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

4
　
こ
の
条
例
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

〔島中Ⅹ〕
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(
一
部
負
担
金
)

第
五
条
.
襟
裳
機
敏
機
軸
に
つ
い
.
て
療
尊
の
給
付
を
受
け
る
被
保
険
者
は
､
そ
の
給
付
を
受
け

/

r
f
,
際
､
当
該
給
付
誓
貸
す
る
費
用
の
額
の
十
分
の
三
に
-
相
当
す
る
撃
i
d
,
1
部
負
趣
金
と
し

て
当
該
摂
秦
取
扱
敏
鮎
に
支
払
わ
凌
け
れ
ば
を
ら
+
L
'
.
S
o

2
　
誕
生
月
亨
も
つ
て
八
十
才
以
上
に
適
し
た
被
保
険
者
が
前
項
の
葦
巷
の
給
付
を
受
け
た
と

き
は
､
当
該
給
付
に
菜
し
た
費
用
に
対
す
る
f
部
負
轟
金
を
支
払
う
こ
と
を
要
し
を
い
｡
た

だ
し
､
病
院
叉
は
診
療
所
へ
収
容
の
場
合
に
お
け
る
入
院
時
基
本
診
療
科
及
び
f
<
院
料
は
除

く

0

/

一


